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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】できる限り正確にバルブ駆動部の少なくとも１
つの推進ロッドに取付けることが可能で、自己整合がで
き、短時間で手間無く再び取り外すことが可能で、真空
バルブの動作中に真空空間内で発生する自由材料粒子の
存在を低く抑えることのできる、真空バルブの閉鎖板を
提供する。
【解決手段】流路Ｆの気密封止のための真空バルブ１に
関し、前記真空バルブ１は、円筒形接続部を有する少な
くとも一つの推進ロッド７と、前記推進ロッド７に脱着
自在に設けられ、前記接続部に対応した少なくとも一つ
の第一ロッド凹部を有する閉鎖板１１と、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流路の気密封止のための真空バルブ（１）であって、
　前記真空バルブ（１）は、
イ）流路（Ｆ）に沿った開放軸（５）を有する前記流路（Ｆ）のための開口部（３）と、
前記開口部（３）が囲まれるバルブシート面（４）と、を有するバルブハウジング（２）
と、
ロ）バルブ駆動部（６）と、
ハ）前記バルブ駆動部（６）によって、前記開放軸（５）に対して垂直な推進ロッド軸（
８）に沿って直線的に移動可能であって、推進ロッド端（９）において円筒形の接続部（
１０）を有する、少なくとも一つの推進ロッド（７）と、
二）少なくとも一つの前記推進ロッド（７）に脱着自在に設けられ、閉鎖板平面（１２）
を画定する閉鎖板（１１）であって、
　閉鎖側（２６）と、前記閉鎖側（２６）に対して略平行で対向する背面側（１５）と、
　前記バルブシート面（４）に対応し、前記バルブ駆動部（６）によって前記バルブシー
ト面（４）と封止接触することによって、前記流路（Ｆ）を気密封止する閉鎖面（１３）
と、
　前記接続部（１０）に対応し、前記閉鎖板（１１）の前記閉鎖側（２６）又は背面側（
１５）に形成された締め付け側（２６；１５）に設けられた少なくとも一つの半円形の第
一ロッド凹部（１４）と、
を有し、
　前記閉鎖側（２６）は前記開口部（３）を向き、前記背面側（１５）は前記開口部（３
）を背にした前記閉鎖板（１１）と、
ホ）前記推進ロッド（７）の前記接続部（１０）を脱着自在に前記第一ロッド凹部（１４
）に固定するための締め付け手段と、
を備えたものであり、
　前記締め付け手段は、
　前記半円形第一ロッド凹部（１４）と対向する半円形第二ロッド凹部（１８）とによっ
て、幅方向に調整可能で、円筒形の前記接続部（１０）を脱着自在に保持する円筒形保持
領域（２０）が形成されるように、前記接続部（１０）に対応した半円形の第二ロッド凹
部（１８）を有するクランプ部品（１７）と、前記クランプ部品（１７）を前記閉鎖板（
１１）の前記締め付け側（２６；１５）に調整自在に取付けるための機械的固定手段（１
９）と、で構成されており、
　前記推進ロッド軸（８）を横断して延在する空洞（２１）が、前記第一ロッド凹部（１
４）又は前記第二ロッド凹部（１８）に形成され、前記空洞２１内部で、弾性ピン（２２
）が前記推進ロッド軸（８）を横断して延在し、かつ、前記円筒形保持領域（２０）の接
線方向に延在し、前記弾性ピン（２２）は、その横側面（２３）が前記円筒形保持領域（
２０）に突出し、
　前記推進ロッド（７）の前記接続部（１０）は、前記ピン（２２）に対応したジョイン
ト（１６）を有し、そして、前記ピン（２２）が、その横側面（２３）を、前記推進ロッ
ド軸（８）を横断する前記ジョイント（１６）内のクランプ部品（１７）によってクラン
プされ、前記推進ロッド（７）は、前記推進ロッド軸（８）に沿って固定されるように延
在していることを特徴とする流路の気密封止のための真空バルブ。
【請求項２】
　前記ピン（２２）は、その両端部を前記空洞（２１）内で固定されて、固定されていな
い前記ピン（２２）の中間部が、前記円筒形保持領域（２０）に突出していることを特徴
とする請求項１に記載の流路の気密封止のための真空バルブ。
【請求項３】
　前記ジョイント（１６）が、前記推進ロッド軸（１８）に対し垂直な面上で、前記推進
ロッド（７）の前記接続部（１０）の周りに延在していることを特徴とする請求項１又は
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２に記載の流路の気密封止のための真空バルブ。
【請求項４】
　前記ジョイント（１６）が、前記推進ロッド（７）の前記接続部（１０）の一側面上に
形成され、この側面が前記ピン（２２）に向いており、前記推進ロッド軸（１８）に対し
垂直な面上に延在していることを特徴とする請求項１又は２に記載の流路の気密封止のた
めの真空バルブ。
【請求項５】
　前記ジョイント（１６）が、先細の略Ｖ字状断面又は半円状断面を有していることを特
徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載の流路の気密封止のための真空バルブ。
【請求項６】
　前記空洞（２１）が前記第二ロッド凹部（１８）に形成され、前記ピン（２２）が前記
クランプ部品（１７）に設けられていることを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１
項に記載の流路の気密封止のための真空バルブ。
【請求項７】
　前記機械的固定部材が、前記閉鎖板平面（１２）に対し略垂直に延在する少なくとも一
つのネジ（１９）であって、
　前記クランプ部品（１７）が前記第一ロッド凹部（１４）の一側面に挿入されると共に
、前記クランプ部品（１７）の先端部（２８）が前記閉鎖板（１１）の前記締め付け側（
２６；１５）に、前記クランプ部品（１７）が前記閉鎖板（１１）から遠い方向で、かつ
、前記閉鎖板平面（１２）と垂直な方向で固定されるように、形成されたアンダーカット
（２５）に挿入され、
　前記ネジ（１９）が、前記閉鎖板（１１）の前記締め付け側（２６；１５）上の前記第
一ロッド凹部（１４）の一側面に形成され、前記閉鎖板平面（１２）に対し略垂直に延在
する第一穴（２４）と、前記クランプ部品（１７）内に設けられ、前記閉鎖板平面（１２
）に対し略垂直に延在する第二穴（２７）と、に挿入され、
　前記ネジ（１９）によって、てこの原理で前記クランプ部品（１７）の前記第二ロッド
凹部（１８）が、前記推進ロッド（７）の前記接続部（１０）に押圧されるように、前記
アンダーカット（２５）、前記第一穴（２４）、前記第二穴（２７）、及び、前記クラン
プ部品（１７）の前記先端部（２８）が設けられていること
を特徴とする請求項１ないし６のいずれか１項に記載の流路の気密封止のための真空バル
ブ。
【請求項８】
　前記第一穴（２４）が、前記ネジ（１９）が係合するネジ穴であって、前記ネジ（１９
）は前記第二穴（２７）を通過することを特徴とする請求項７に記載の流路の気密封止の
ための真空バルブ。
【請求項９】
　前記第二穴（２７）が、前記ネジ（１９）が係合するネジ穴であって、前記ネジ（１９
）は前記第一穴（２４）を通過することを特徴とする請求項７に記載の流路の気密封止の
ための真空バルブ。
【請求項１０】
　前記バルブ駆動部（６）によって、前記推進ロッド軸（８）に沿って、前記推進ロッド
（７）が直線的に調整可能であって、
　前記バルブシート面（４）が、前記開口部（３）の周りを閉じるように囲み、
　前記バルブシート面（４）の少なくとも一部と、前記閉鎖面（１３）との垂線が、前記
閉鎖板平面（１２）に対し、略平行であり、
　前記閉鎖板（１１）が、前記バルブ駆動部（６）によって、前記推進ロッド（７）の直
線調整経路に沿って直線的に移動可能であり、
　前記調整経路が、前記推進ロッド軸（８）に平行で、前記開口部（３）を開放する開放
位置（Ｏ）と、前記閉鎖板（１１）が前記開口部上に移動して、前記閉鎖面（１３）を直
線調整経路上を前記バルブシート面（４）に向かって押圧して前記開口部（３）を気密封
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止する閉鎖位置（Ｃ）と、の間の経路である
ことを特徴とする請求項１ないし９のいずれか１項に記載の流路の気密封止のための真空
バルブ。
【請求項１１】
　前記閉鎖板（１１）が前記推進ロッド軸（８）に沿って前記開口部（３）上に動かされ
、
　前記閉鎖板（１１）の前記閉鎖面（１３）が、前記バルブシート面（４）に対して、前
記閉鎖板平面（１２）と垂直な方向に押圧されることによって、
　前記開口部（３）が、閉鎖することができるように、
　前記バルブ駆動部（６）と、前記バルブシート面（４）と、前記閉鎖面（１３）とが設
けられていることを特徴とする請求項１ないし９のいずれか１項に記載の流路の気密封止
のための真空バルブ。
【請求項１２】
　請求項１ないし１１のいずれか１項に記載の真空バルブのための閉鎖板であって、
　前記真空バルブ（１）が、流路（Ｆ）の気密封止のための、開口部（３）を備えたバル
ブハウジング（２）と、前記開口部（３）周りを閉じるように囲むバルブシート面（４）
とを有し、
　前記閉鎖板（１１）は、
イ）閉鎖側（２６）とそれに対し略平行で対向する背面側（１５）と、
ロ）前記真空バルブ（１）の前記バルブシート面（４）に対応する閉鎖面（１３）と、
ハ）前記閉鎖板（１１）上の前記閉鎖側（２６）又は背面側（１５）に設けられた締め付
け側（２６；１５）に形成され、
　前記閉鎖板（１１）によって画定される閉鎖板平面（１２）と略平行で、開放軸（５）
を横断する推進ロッド軸（８）に沿ってバルブ駆動部（６）によって直線的に移動可能な
、少なくとも一つの推進ロッド（７）の推進ロッド端（９）の円筒形接続部（１０）に対
応する、
　少なくとも一つの第一ロッド凹部（１４）と、
二）前記推進ロッド（７）の前記接続部（１０）が前記第一ロッド凹部（１４）に脱着自
在に固定されるための、締め付け手段と、
を備えており、
　少なくとも部分的にカーブした前記閉鎖面（１３）と前記バルブシート面（４）との垂
線が、前記閉鎖板平面（１２）と略平行であって、
　前記閉鎖面（１３）は、前記推進ロッド軸（８）と平行な調整経路の閉じる方向に、前
記バルブシート面（４）に対して、前記遮蔽板（１１）が前記開口部（３）上に直線的に
移動して前記開口部が気密封止される閉鎖位置（Ｃ）まで押圧されることができ、
　前記締め付け手段は、
　前記接続部（１０）に対応した半円形の第二ロッド凹部（１８）を有するクランプ部品
（１７）と、前記クランプ部品（１７）を調整可能に前記閉鎖板（１１）の前記締め付け
側（２６；１５）に取付けて、半円形の第一ロッド凹部（１４）と対向する半円形の第二
ロッド凹部（１８）が、幅方向に調整可能で、前記接続部（１０）を脱着自在に保持可能
な円筒形保持領域（２０）を形成するための、機械的固定部材（１９）と、で構成され、
　前記推進ロッド軸（１８）を横断するように延在する空洞（２１）が、前記第一ロッド
凹部（１４）又は前記第二ロッド凹部（１８）に形成され、
　前記空洞（２１）の中で、弾性ピン２２が前記推進ロッド軸（１８）を横断するように
延在し、前記円筒形保持領域（２０）の接線方向に延在し、
　前記弾性ピン（２２）の横側面（２３）が前記円筒形保持領域（２０）に突出して、前
記ピン（２２）の横側面（２３）が前記クランプ部品（１７）によってジョイント（１６
）内においてクランプ可能となり、
　前記ジョイント（１６）は、前記推進ロッド（７）の前記接続部（１０）内で、前記推
進ロッド軸（８）を横断するように延在し、かつ、前記ピン（２２）に対応し、
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　前記推進ロッド（７）は、前記推進ロッド軸（８）に沿って固定することができる
ことを特徴とする真空バルブのための閉鎖板。
【請求項１３】
　前記ピン（２２）は、その両端部を前記空洞（２１）内で固定されて、固定されていな
い前記ピン（２２）の中間部が、前記円筒形保持領域（２０）に突出していることを特徴
とする請求項１２に記載の真空バルブのための閉鎖板。
【請求項１４】
　前記空洞（２１）が前記第二ロッド凹部（１８）に形成され、前記ピン（２２）が前記
クランプ部品（１７）に設けられていることを特徴とする請求項１２又は１３に記載の真
空バルブのための閉鎖板。
【請求項１５】
　前記機械的固定部材が、前記閉鎖板平面（１２）に対し略垂直に延在する少なくとも一
つのネジ（１９）であって、
　前記クランプ部品（１７）が前記第一ロッド凹部（１４）の一側面に挿入されると共に
、前記クランプ部品（１７）の先端部（２８）が前記閉鎖板（１１）の前記締め付け側（
２６；１５）に形成されたアンダーカット（２５）に挿入され、前記クランプ部品（１７
）が前記閉鎖板（１１）から遠ざかる方向に、かつ、前記閉鎖板平面（１２）と垂直な方
向に固定され、
　前記ネジ（１９）が、前記閉鎖板（１１）の前記締め付け側（２６；１５）上の前記第
一ロッド凹部（１４）の一側面に形成され、前記閉鎖板平面（１２）に対し略垂直に延在
する第一穴（２４）と、前記クランプ部品（１７）内に設けられ、前記閉鎖板平面（１２
）に対し略垂直に延在する第二穴（２７）と、に挿入され、
　前記ネジ（１９）によって、てこの原理で前記クランプ部品（１７）の前記第二ロッド
凹部（１８）が、前記推進ロッド（７）の前記接続部（１０）に押圧されるように、前記
アンダーカット（２５）、前記第一穴（２４）、前記第二穴（２７）、及び、前記クラン
プ部品（１７）の前記先端部（２８）が設けられていること
を特徴とする請求項１２ないし１４のいずれか１項に記載の真空バルブのための閉鎖板。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の序文に従う、少なくとも1つの推進ロッドに着脱自在に設けられ
た閉鎖板を備えた流路の気密シールのための真空バルブに関し、請求項１２の序文に従う
閉鎖板に関する。
【背景技術】
【０００２】
　バルブハウジングに形成された開口につながる流路を実質的に気密シールするための真
空バルブは、先行技術の種々の実施例によって知られている。真空ゲートバルブは、特に
ICと半導体の製造分野において用いられており、汚染粒子の存在しない出来る限り保護さ
れた雰囲気の中で用いる必要がある。例えば、半導体ウエハや液晶基板の製造プラントに
おいて、敏感な半導体又は液晶素子が複数のプロセスチャンバを順に通過して、夫々のチ
ャンバにおいて、チャンバ内にある半導体素子が、加工装置によって処理されている。プ
ロセスチャンバ内で処理されている間も、プロセスチャンバからプロセスチャンバへ移動
する間も、敏感な半導体素子は、常に保護された雰囲気、特に真空中に保たれなければな
らない。プロセスチャンバは、例えば連絡路によって、互いに接続されており、1つのプ
ロセスチャンバから次へ部品を移動させるために、真空ゲートバルブによってプロセスチ
ャンバは開くことができ、各製造段階を実行するために、その間も気密シールが保たれる
ようになっている。上記利用分野において、このようなバルブは真空切替バルブとも呼ば
れており、また、矩形の開口横セクションのために、矩形ゲートとも呼ばれている。
【０００３】
　特にシールと駆動技術の分野において、真空バルブの種々の実施例が、先行技術によっ
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て知られている。各駆動技術に応じて、特にゲートバルブ間で区別がされて、バルブゲー
ト又は矩形ゲートやシャトルバルブと呼ばれ、その先行技術におけるゲートの開閉は、一
般的に2段階で行なわれる。第一段階において、特に閉鎖板のバルブが閉じることに関し
、例えば米国特許第6,416,037号(Geiser)又は米国特許第6,056,266号(Blecha)に開示され
たゲートバルブの場合において、バルブシートと略平行に開口部に向かって直線的に移動
し、又は、例えば米国特許第6,089,537号(Olmsted)で開示されたシャトルバルブの場合に
は、結果的に閉鎖板とバルブハウジングのバルブシートとが接触することなく枢軸まわり
に回転する。第二段階において、閉鎖板は、その閉じた側からバルブハウジングのバルブ
シートに押圧され、開口部は気密シールされる。例えば、バルブプレートの閉じた側に設
けられ、開口部周りのバルブシートに向かって押圧されるシールリングか、又は、バルブ
プレートの閉じた側が押圧されるバルブシート上のシールリングによって、シールは実行
可能である。シールリングは、溝に保持される及び／又は加硫によって取付けられる。
【０００４】
　閉鎖とシールプロセスが単一の直線運動によって行なわれるゲートバルブも知られてい
る。このようなバルブは、例えばスイス国のハーグにあるVAT Vakuumventile株式会社製
の製品名MONOVATシリーズ02と03の切替バルブで、矩形挿入バルブとして設計されている
。このバルブの設計と動作モードは、例えば米国特許第4,809,950号(Geiser)や米国特許
第4,881,717号(Geiser)に記載されている。そこに記載されたバルブは、そのハウジング
において、バルブ経路の軸方向から見た場合、一方が他方の後方に来るようなセクション
を有しており、連続曲線を経て水平方向外側を走る平坦なシールセクションとなるような
シール面を有しており、一部であるこのシール面の仮想発生器は、バルブ経路の軸と平行
な複数のセクションを有している。このシール面は、機械加工によるものである。閉鎖部
材は、周辺閉鎖シールのための閉鎖部材に対応した接触面を有している。より詳細には、
いわゆるバルブゲートは、ゲートハウジングと、平面上置換可能な閉鎖部材によって閉鎖
可能なゲート経路とを有している。閉鎖部材の閉鎖位置に置かれた閉鎖部材に設けられた
周辺閉鎖シールに対抗するシール面が、ゲート経路に設けられており、このシール面の仮
想の直線発生器が、ゲート経路の軸と平行に設けられている。ワンピースの周辺閉鎖シー
ルは、異なる平面に設けられた、異なる長さ及び／又は形状のセクションを有しており、
周辺閉鎖シールの２つの主セクションは、ゲート経路の軸と直角な面に設けられ、距離を
隔てている。この周辺閉鎖シールの2つの主セクションは、横方向のセクションによって
接続されている。閉鎖部材は、ハウジングのシール面の形状に対応した面を有しており、
周辺封鎖シールをキャリーしている。周辺封鎖シールの横方向セクションはU 字状である
。いずれの場合にも、これらのU字状横方向セクションの周縁部は、平面上に設けられて
いる。軸に平行な共通の直線的な発生器を有している領域においてシールの主セクション
と接触するために、ゲート経路の軸方向から見た場合に一方が他方の後方に設けられたシ
ール面のそれらセクションは、横方向外側を走る平坦なシール面セクションになる。これ
らの平坦なシール面セクションは、互いに平行で、ゲート経路と平行な平面上に設けられ
ている。閉鎖部材がワンパートを備えているので、大きな加速力に晒すことができ、この
バルブは高速で緊急の封鎖にも用いることができる。閉鎖とシールを、単一の直線運動に
よって行なうことができるので、バルブの非常に高速の開閉が可能である。
【０００５】
　直線運動によって閉じることのできるこのような切替バルブのための適切な駆動部が、
特開平6－241344号公報（Buriida Fuuberuto）に記載されている。そこに記載された駆動
部は、閉鎖部材が設けられた推進ロッドの直線変位のための偏心して設けられたレバーを
有する。
【０００６】
　切替バルブが用いられているので、とりわけ敏感な半導体素子の製造において、特にバ
ルブの動作によって生じる粒子の生成や、バルブ空間における自由粒子の数が、可能な限
り低く保たれる必要がある。粒子の生成は、主として例えば金属－金属間接触による摩擦
の結果であり、特に、バルブクロージャとバルブハウジング又はバルブシート間、そして
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バルブクロージャとバルブクロージャが固定され、駆動部と接続される推進ロッドとの間
の摩擦による。
【０００７】
　粒子生成を回避するための特別な試みは、バルブ駆動部の推進ロッドとバルブクロージ
ャ、特に閉鎖板との間の接続にある。
【０００８】
　一方で、バルブハウジングにおける精密なガイドや閉鎖板のバルブシートへの正確な押
し付けが、バルブの閉じた状態における閉鎖板の高い負荷容量に関連した望まれない材料
の接触無しで可能なように、閉鎖板は推進ロッドとしっかりと接続されている必要がある
。推進ロッド上の閉鎖板の望まれない相対的移動は、それによって生じる材料の摩擦のせ
いで、バルブ空間内の高純度雰囲気を汚染する粒子の生成につながる。従って、先行技術
においては、推進ロッドと閉鎖板間の堅固な接触が一般的に要求されてきた。その目的は
、閉鎖板を押圧する際に、均一なシール接触を許容し、特にシール部材の過度の磨耗を避
けるために、閉鎖板の閉鎖面をバルブシートに可能な限り平行に位置合わせすることであ
る。推進ロッドと閉鎖板間の堅固な位置合わせされた接続の代わりに、限られた範囲で移
動可能な接続も同様に可能であって、押圧時に閉鎖板は自分の位置を調整する。しかし、
押圧時のこの自己整合は、常に推進ロッドと閉鎖板間の相対的移動をもたらし、結果的に
、摩擦による汚染粒子が発生する。
【０００９】
　他方で、メンテナンス及び／又は部品交換のために、閉鎖板は、解体に困難を伴うこと
なく、推進ロッドから取り外すことができ、再び取付けることができる必要がある。従っ
て、困難なく脱着自在であるという接続に必要な条件は、しかし、推進ロッドからの閉鎖
板の取り外しと取り付け時に、非常な努力を払うことによってのみ、摩擦材料の接触と粒
子の発生を回避することが可能であることから、粒子発生を避けるという所望の目的との
矛盾が生じる。閉鎖板と推進ロッド間の望まない相対的な移動の危険性は、もちろん、着
脱自在の接続の方が、非着脱自在の、特に連結接続に較べて大きい。
【００１０】
　閉鎖板の背面に2つの推進ロッドのための2つの開放半円凹部を提供することと、推進ロ
ッドの横断穴を通り、凹部に形成されたネジ穴と係合するネジによって推進ロッドが取り
付けられることが、先行技術で開示されている。推進ロッドの軸方向の接続は、ネジによ
って加えられ、推進ロッドと凹部の間の閉鎖板に垂直に働く力による摩擦接続と、閉じる
方向にのみ作用する推進ロッドの肩状ステップによる連結接続の両方である。直線移動に
よる閉鎖板の閉鎖の間と、閉鎖板をバルブシートに押圧する間、このステップは、推進ロ
ッドを半円凹部の上縁で支持する。
【００１１】
　このような固定方法は、例えば製品名MONOVATシリーズ02と03で知られ、矩形挿入バル
ブとして設計されているスイス国のハーグにあるVAT Vakuumventile株式会社製の切替バ
ルブで用いられている。バルブシートに対する閉鎖板の正確な位置合わせを可能にするた
めに、閉鎖板を取付けた後、ネジは初期的には緩めておいて、バルブ閉鎖時の摩擦を乗り
越えることによって、推進ロッドと閉鎖板間の相対的な変位が可能であるようにする。次
に、バルブは閉じられる。推進ロッドと閉鎖板間がまだ完全に固定されていないので、バ
ルブプレート自体をバルブシートに対して正確に位置合わせする。さらに、肩状ステップ
が半円凹部の上縁にしっかりと置かれて、連結作用によって閉じる力が発生するまで、推
進ロッドは初め、閉鎖板に対して動く直線調整経路に沿って摩擦結合によって保持されて
いる。次のステップにおいて、ネジが締められて、推進ロッドに対する閉鎖板の移動はで
きなくなる。ネジを締めた結果として、2本の推進ロッドの2つの肩状ステップは、半円凹
部の上縁にしっかりと置かれて、摩擦接触によってそこに固定される。大きな力が、推進
ロッドと閉鎖板間の接続に対して、直線閉鎖方向にのみ働き、この大きな力は、肩状ステ
ップによって、連動態様で吸収されるので、推進ロッドと閉鎖板間の実質的な変位は生じ
ず、通常の真空バルブの動作中、摩擦による物質粒子の発生は相対的に低く抑えられてい
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る。ネジ締め前の位置合わせの結果として推進ロッド上に発生した粒子は、クリーニング
によって除去される。閉鎖板を推進ロッドに固定するおかげで、ネジを再び緩めるまで、
追加の粒子はほとんど発生しない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　閉鎖板と推進ロッド間の既知の接続の欠点は、閉鎖板を推進ロッドから取り外したり、
閉鎖板を推進ロッドに取付けたりする際に、ネジを緩めたり締めたりするために、比較的
多くの時間を要することである。ネジの挿入無しには、閉鎖板は推進ロッドに保持されな
い。推進ロッドが２本の場合、両方のネジがネジ穴に挿入されるまでは、閉鎖板は手動で
保持される。取り外しの際には、逆のことが起きる。閉鎖板の正確な位置合わせのための
上述の２段階のネジ締めが、今までに知られている接続方法では十分に解決することので
きない問題である。より高速で、より便利に使用できて、閉鎖板を取付けた後に推進ロッ
ドに対して相対的に正確に位置合わせができる、できる限り簡単な構造の接続部材が、
閉鎖板を推進ロッドに取付けるや否や、材料摩擦と粒子の発生を防止することを可能とす
るために、望ましい。
【００１３】
　従って、本発明の目的は、できる限り正確にバルブ駆動部の少なくとも１つの推進ロッ
ドに取付けることが可能で、自己整合ができ、短時間で手間無く再び取り外すことが可能
で、真空バルブの動作中に真空空間内で発生する自由材料粒子の存在を低く抑えることの
できる、真空バルブの閉鎖板を提供することである。
【００１４】
　この目的は、独立請求項に定義された特徴を実現することによって達成される。代替的
な方法又は有利な方法で発明をさらに発展させた特徴は、従属請求項に記載されている。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明が関係する真空バルブは、流路の気密シールに用いられ、この流路は一般的に２
つの領域間の閉鎖可能な開放経路、特に半導体製造のプロセスチャンバと別のプロセスチ
ャンバ又は外部との間の経路を意味する。この流路は、例えば、互いに接続された２つの
プロセスチャンバ間の接続経路であって、プロセスチャンバは半導体部品を１つのプロセ
スチャンバから次へと移動させるために真空バルブによって開放可能なようになっており
、次に、個別の製造段階を実行するために気密に封止されるようになっている。このよう
な使用分野のために、これらのバルブは、真空切替バルブとも称され、その全体的に矩形
の開放部断面のために、矩形ゲートとも称される。しかし、あらゆる所望の流路の実質的
に気密シールするための真空バルブの他の用途も、もちろん、本発明の範囲である。この
真空バルブは、流路のための開口部を有するバルブハウジングを備える。この開口部は、
例えば矩形であって、流路の中間部にある開口領域まで延在する中央軸を有し、流路に対
して平行である。この開口部軸は、例えば、開口部で定義される領域に対して垂直である
。この開口部は、開口部周りに延在するバルブシート面で囲まれている。
【００１６】
　さらに、真空バルブは少なくとも１本、好ましくは２本の推進ロッドを有している。閉
鎖板は、少なくとも１つの推進ロッドに脱着自在に取り付けられている。この少なくとも
１本の推進ロッドは、バルブ駆動部を経由して、実質的に開放軸を横断する、即ち閉鎖板
平面上の開放軸に垂直に延在する仮想平面上の推進ロッド軸に沿って、直線的に調整可能
である。推進ロッド軸は、好ましくは真直ぐな推進ロッドの中心軸と平行か、又は同一直
線上にある。閉鎖板によって画定される閉鎖板の平面は、好ましくは実質的に開口部によ
って画定される領域と平行である。前記バルブ駆動部は、例えば先行技術から既知のバル
ブ駆動部によって形成される。単一の直線的動作によって閉鎖可能な真空バルブのための
適切な駆動部は、特開平6-241344号公報（Buriida Fuuberuto）に記載されている。そこ
に記載されたバルブ駆動部は、推進ロッドの直線変位のための偏心して設けられたレバー
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を有している。このような駆動部や閉鎖板の場合に、閉じようとする力は実質的に推進ロ
ッドの軸方向に作用するので、真空バルブの閉鎖は、推進ロッドに横方向に働く力を導か
ない。流路の圧力差のみが、横方向の力を生み出し、バルブハウジング上の閉鎖板を支持
することによって推進ロッドが曲がるのを避けることができる。
【００１７】
　代替的に、バルブ駆動部は、閉鎖と開放が２ステップで起きるような方法で形成される
。第一のステップにおいて、閉鎖板は推進ロッド軸に沿って直線的にバルブシートと実質
的に平行な開口部を動く。第二のステップにおいて、閉鎖板はその閉鎖側をバルブハウジ
ングのバルブシートに押圧されて、開口部は気密封止される。駆動部の設計に依存して、
これは推進ロッドの横方向に働く相当の力をもたらし、このために、推進ロッドは過度の
曲がりを避けるために、適切に剛直な外形を有する必要がある。
【００１８】
　推進ロッドの端部には、即ち、推進ロッド端には、円筒形接続部が形成されている。こ
の接続部は、推進ロッド軸に垂直な面において、有効な接続部の辺りで推進ロッド軸に沿
って実質的に一定の円形断面を有する。
【００１９】
　少なくとも一つの推進ロッドに脱着自在に設けられた閉鎖板は、閉鎖側と、それに対向
し実質的に平行な後部側とを有しており、閉鎖側と後部側は、反対方向を向いている。一
つの実施例において、閉鎖板の平面は、中央を走り、閉鎖側と後部側とに対して平行であ
る。
【００２０】
　加えて、閉鎖板はバルブシート面に対応した閉鎖面を有している。「対応した」とは、
開口部周りで閉鎖面とバルブシート面とが緊密に接触できるように、閉鎖板がその閉鎖面
をバルブシート上に押圧可能なように、閉鎖面とバルブシート面とが形成されているとい
う意味として理解される。駆動部によって閉鎖面とバルブシート面との間が封止接触され
ることによって、流路と開口部とは気密に閉じられ、閉鎖板の閉鎖側は開口部の方を向き
、後部側は開口部から遠い方を向く。バルブシートの設計とバルブタイプに依存して、閉
鎖面は推進ロッド軸が向いているのと同じサイドか、又は閉鎖側を向くことができる。閉
鎖面の設計は、以下でより詳細に議論する。
【００２１】
　推進ロッドの数に依存して、少なくとも一つの凹部を有する半円の第一ロッド凹部が、
閉鎖面の、閉鎖側又は後部側に形成されている。第一ロッド凹部が形成された閉鎖板の側
を、以下では固定サイドと称す。第一ロッド凹部は、推進ロッドの接続部に対応しており
、接続部を第一ロッド凹部と結合できるようになっている。第一ロッド凹部は、特に半円
チャネル形状、即ち、半円筒形シェル形状を有しており、チャネル形状、特に円筒形接続
部に適合した接続部を設けることができる。
【００２２】
　特に、閉鎖板平面において平行な2つの推進ロッドと2つの第一ロッド凹部とが設けられ
ている。
【００２３】
　少なくとも一つの推進ロッドの個別の接続部が、固定手段によって脱着自在に第一ロッ
ド凹部に固定されている。
【００２４】
　固定手段は、クランプ部品と機械的な固定部材、例えば少なくとも一つのネジの形状を
有している。クランプ部品は、接続部に対応した半円第二ロッド凹部を有している。第二
ロッド凹部も同様に、特に半円のチャネル形状、即ち、半円筒形シェル形状を有している
。
【００２５】
　半円形第一ロッド凹部と対向する半円形第二ロッド凹部とが、幅方向に調整可能な円筒
形凹部領域を画定するように、機械的な固定部材によって、クランプ部品が閉鎖板の固定
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側に調整可能に設けられている。閉鎖ディスクを推進ロッドに設けた場合に、円筒形接続
部は脱着自在にこの保持領域に保持される。推進ロッドは、その接続部を推進ロッド方向
で保持領域内に導入することができ、反対方向に再び取り外すこともできる。
【００２６】
　言い換えれば、閉鎖板の半円形第一ロッド凹部と、クランプ部品の半円形第二ロッド凹
部とは互いに対向している。従って、ロッド凹部は実質的におよそ２つの完全な円筒形保
持領域の半円形シェルを形成している。幅方向の調整機能は、クランプ部品と第二ロッド
凹部とが、固定側と閉鎖板の平面と実質的に垂直な、閉鎖板の固定側と、第一ロッド凹部
とに対して調整可能であるという事実によって、達成されている。従って、第一ロッド凹
部と第二ロッド凹部との間の距離は、機械的固定部材によって、閉鎖板の平面と垂直な方
向に可変である。保持領域の形状は、クランプ部品とロッド凹部の間隔との瞬間的な設定
にある程度まで依存しているので、保持領域の形状は、厳密に円筒形ではなく、一定の距
離まで円筒状であって、クランプ部品と閉鎖板のジョイントによって中断されている。同
様に、半円形ロッド凹部の形状も、半円形や半円筒状シェルの形状と異なる場合がある。
従って、第一ロッド凹部と第二ロッド凹部の形状は、全般的に、画定された保持領域が推
進ロッドの円筒状接続部を保持するために適切であって、2つのロッド凹部間の間隔を狭
めることによって、閉鎖板に対する推進ロッド軸上へのこの接続部の固定を可能にすると
いう意味で理解される。もちろん、ロッド凹部の半円形状、即ち、半円筒状外形に対して
、段差や溝やビーズによって、推進ロッド軸方向とそれを横断する方向の両方に割り込ま
せることが可能である。
【００２７】
　推進ロッド軸の横方向に、即ち、推進ロッド軸と垂直な平面上に延在する空洞があり、
その空洞内で、弾性ピンが、推進ロッド軸の横方向に、即ち、推進ロッド軸と垂直な平面
上に延在しており、かつ、円筒状保持領域の接線方向に延在する空洞が、第一ロッド凹部
又は第二ロッド凹部に形成され、弾性ピンはその外側面が円筒状保持領域に突出している
。言い換えると、ピンは、保持領域の実質的に円形断面の割線を形成している。
【００２８】
　好ましくは、ピンの両端は空洞内に固定されており、ピンの中央の非固定領域は、2つ
の端部の間にあって、部分的に空洞と、部分的に円筒状保持領域に延在している。ピンの
中央領域が自由に延在し、固定されていないので、その長手方向と垂直な方向に弾力性を
有し、円筒状保持領域の半径方向であって、ピンの外側面の外側で、ピンの中央領域に作
用する力によって、ピンはその両端部を支点として曲がる。この曲げが、ピンの弾力性を
生み出す。引き伸ばされたピンは、円形断面を有する円筒形状であったり、又は、楕円形
、矩形、正方形、多角形、その他の断面を有する場合がある。一般的な円筒形の外側面は
、ピンの外側面を形成する。
【００２９】
　代替的に、ピンの一端部に対してのみ空洞に固定することができて、他端部は自由に動
くことができて、その結果として、ピンの弾力性が向上する。
【００３０】
　推進ロッドの接続部は、推進ロッド軸に対して垂直で、ピンに対応したジョイントを有
している。ジョイントは、推進ロッドの接続部全体の周り又は接続部の周りを部分的に延
在するか、又は、切り欠きの形状で横方向に形成されている。好ましくは、ジョイントは
推進ロッド軸に対して垂直な平面上に延在している。
【００３１】
　閉鎖板が推進ロッド上に設けられた状態で、接続部が保持領域に挿入されていて、クラ
ンプ部品と固定部材によって、ピンがその外側面をジョイントにクランプされるように、
ジョイントは延在している。従って、ピンが推進ロッドを推進ロッド軸に沿って固定して
いる。もしジョイントが、接続部周りを部分的にのみ延在している場合は、ジョイントは
、接続部のピンと対向している側に形成される。
【００３２】
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　ジョイントは、ジョイント内側に傾いた略V字状の断面、又は、半円状断面、又は他の
断面を有する。
【００３３】
　ピンが接線方向に保持領域に向かって突出しているので、弾性収縮が保持領域内に形成
されている。閉鎖板を取り付けるために、接続部が保持領域に一定の半径方向の遊び、即
ち、間隔を空けた遊びを伴って挿入可能なように、保持領域の幅、即ち、ロッド凹部の間
隔が調整される。閉鎖板を少なくとも一つの推進ロッドに取付けて、接続部を保持領域に
挿入する際に、収縮を形成するピンが、最初に弾性的に変形して曲がって、空洞に押し込
まれる。ひとたび閉鎖板が完全に取付けられて、接続部が完全に保持領域に挿入されると
、ピンとジョイントは、同じ高さになって、曲げられたピンは部分的に緩和し、空洞から
現れて、ジョイントと密に嵌合する。このピンがジョイントにクランプされることによっ
て、閉鎖板は、部分的にかみ合った態様で、推進ロッド軸の軸方向に固定され、特に推進
ロッドが下を向いた場合に、保持領域の幅の調整を必要とせずに、閉鎖板が下向きに滑る
のを避けるように、軸方向に保持される。このように、閉鎖板は固定部材の機械的調整無
しに、部分的に固定されている。
【００３４】
　この固定状態で、閉鎖板の推進ロッドに対する精密な位置合わせが、バルブを閉じて、
閉鎖板をバルブシートに押圧することによって達成される。結果的に、閉鎖板はバルブシ
ート表面に対して正確に自己整合し、そして、閉鎖板は少なくとも一つの推進ロッド上の
所望の位置に設けられる。この高度に精密に位置合わせされた状態において、クランプ部
品は固定部材によって調整可能であり、そして、2つの対向するロッド凹部が推進ロッド
の接続部をクランプするように、保持領域の開口幅を小さくすることができ、接続部は摩
擦接続によって固定されている。結果的に、曲げられたピンは、さらに変形して、ジョイ
ントによりしっかりとクランプされ、その結果、閉鎖板の推進ロッド上への軸方向の固定
度合が増す。
【００３５】
　閉鎖板が容易に推進ロッドに対して位置合わせできるので、固定部材の調整は、最後の
固定段階でのみ必要であって、軸方向の固定には、かみ合わせと摩擦の両方が用いられ、
閉鎖板の少なくとも一つの推進ロッド上への取り付けと取り外しが、迅速かつ容易に可能
である。また、固定部材の多重調整と、予備的な軸方向のかみ合わせ固定と、追加の最終
的な軸方向のかみ合わせ固定とを避けたおかげで、粒子の発生は低いレベルで保たれる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】閉鎖板を閉じた位置に有する真空バルブとバルブ駆動部の斜視図である。
【図２】閉鎖板が開いた位置の真空バルブの正面図である。
【図３】（ａ）閉鎖板の横断面と推進ロッドの斜視図である。（ｂ）閉鎖板と推進ロッド
の断面図である。
【図４】クランプ部品の詳細図である。
【図５】クランプ部品の断面図である。
【図６】（ａ）閉じた位置での閉鎖板とクランプ部品の正面図である。（ｂ）開いた位置
での閉鎖板とクランプ部品の正面図である。
【図７】閉じた位置での閉鎖板とクランプ部品の別の実施例の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　図１から図６（ｂ）は、本発明に係る一つの実施例を異なる視点、状態及び詳細さで示
しており、従って、これらの図に関してはある程度一緒に説明される。図７は真空バルブ
の別の実施例の詳細図である。共通の参照番号が、各図に対して用いられており、詳細な
実施例において部分的に異なるものに対し、すでに説明した部品番号は、再度の説明を省
略する。
【００３８】



(12) JP 2010-32045 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

　図１と図２は、それぞれ斜視図と正面図で、流路を矢印Ｆで示した気密封止のための矩
形ゲートを有する真空バルブ１を示している。図３（ａ）、３（ｂ）、６（ａ）、６（ｂ
）は、図１と図2の真空バルブ１の推進ロッド７の端部を含む、閉鎖板１１とそのコンポ
ーネントを示している。
【００３９】
　真空バルブ１は、流路Ｆに対する開口部３を備えたバルブハウジング２を有している。
開口部３は、丸みのある角を備えた矩形断面を有している。図１は、閉じた位置Ｃにおけ
る真空バルブ１を示しており、そのため、開口部３は隠されていて見えない。一方で、図
２において真空バルブ１の開放位置Ｏにおいて、開口部３は明示されている。開口部３は
、流路Ｆ中にあって、流路Ｆと平行な、開口部３の領域に延在する中央開放軸５を有して
いる。この開放軸５は、開放部によって画定される仮想の領域に対し、垂直に延在してい
る。開放軸５が垂直に通過する多数の仮想平面の内側で、開口部３の周りを曲がっている
バルブシート面４によって、開口部３は囲まれている。バルブシート面４は、バルブ駆動
部６の方向に向かって上を向いている。
【００４０】
　加えて、真空バルブ１は、平坦な閉鎖板１１を有している。閉鎖板１１は、バルブシー
ト面４と対応し、バルブシート面方向に下を向き、同様に開放軸５が垂直に通過する多数
の虚の面の内側で曲がっている閉鎖面１３を有している。
【００４１】
　真空バルブ１は、開放軸５と略垂直な推進ロッド軸８に沿ってバルブ駆動部６によって
直線的に調整可能な２本の推進ロッド７を有している。言い換えると、推進ロッド軸８は
、開放軸５と垂直な面に対して平行に走っている。
【００４２】
　図３（ａ）、３（ｂ）に示すように、推進ロッド７は、それぞれの推進ロッド端部９に
、円筒型接続部１０を有している。面１２を画定する閉鎖板１１は、脱着自在に２本の推
進ロッド７上に取り付けられている。閉鎖板の仮想平面１２は、図１に矩形で示している
。閉鎖板１１は、閉鎖側２６とそれと略平行で対向する背面側１５とを有している。加え
て、閉鎖板１１は、バルブシート面４に対応し、バルブシート面との気密接触によって流
路Ｆを気密封止する閉鎖面１３を有している。この接触は、閉鎖板１１が推進ロッド軸８
に沿って直線的に動き、この閉鎖板の閉鎖面１３が、バルブハウジング２のバルブシート
４に押圧されるように、バルブ駆動部６が働くことによって生み出される。閉鎖板１１の
閉鎖側２６は開口部３を向き、背面側１５は、開口部３を背にしている。
【００４３】
　バルブ駆動部６は、推進ロッド７が推進ロッド軸８に沿ってバルブ駆動部６によって直
線的に調整可能となるように形成されている。バルブシート面４は、曲がって閉じた態様
で、開口部３を囲んでいる。少なくとも部分的に曲がったバルブシート面４及び閉鎖面１
３の垂線は、閉鎖板の平面１２と略平行である。従って、閉鎖面１１は、バルブ駆動部６
によって、２本の推進ロッド７の直線調整経路に沿って直線的に移動可能であり、２本の
推進ロッド７は、推進ロッド軸８と平行である。閉鎖板１１は、開放部３が開放された開
放位置Ｏと、この開放部が気密に閉じられて、閉鎖板が開放部３まで直線的に移動して、
閉鎖面１３を直線調整経路の閉じる方向にバルブシート面４に向かって押圧する位置Ｃと
、の間を移動する。
【００４４】
　面に対する幾何学的垂線は、バルブシート面４と閉鎖面１３とに垂直な線という意味で
理解され、真空バルブ１が閉じた状態の時に、接触領域が開口部３の回りを延在している
。この接触領域は、例えば、閉鎖面１３とバルブシート面４の封止テープの接触面によっ
て形成される。この定義は、一般的に、直線的に閉じる方向に真空バルブ１を閉じた時に
、押圧は、即ち、閉鎖面１３のバルブシート面４への圧力方向は、閉鎖板の面１２に略平
行な面上にあって、開放軸５と平行な方向のせん断力が、完全に又は実質的に回避される
ように、バルブシート面４と閉鎖面１３とが形成されていることを意味するものと理解さ
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れる。直線調整経路は、好ましくは推進ロッド軸１８と平行な、閉鎖板１１の開いた位置
Ｏと閉じた位置Ｃとの間の直線である。この態様で設計されたバルブシート面４と閉鎖面
１３とを有する真空バルブは、先行技術によって知られており、例えば、スイス国のハー
グにあるVAT Vakuumventile株式会社製の製品名MONOVATシリーズ02と03の矩形挿入バルブ
である。このバルブの設計と動作モードは、例えば米国特許第4,809,950号(Geiser)や米
国特許第4,881,717号(Geiser)に記載されているので、設計に関し、より詳細に議論する
ことはここではしない。
【００４５】
　閉鎖板１１は、接続部１０に対応した（図６（ａ）、６（ｂ）参照）２つの半円の第一
ロッド凹部１４を有しており、それらは閉鎖板１１上の締め付け側に形成されている。締
め付け側は、図１ないし図６（ｂ）の実施例において、背面側１５に形成されており、図
７の実施例において、閉鎖側２６に形成されている。
【００４６】
　推進ロッド７の各接続部１０は、クランプ部品１７と機械的固定部材１９とによって、
脱着自在に２つの第一ロッド凹部１４に固定されている。
【００４７】
　図６（ａ）、６（ｂ）に示すように、クランプ部品１７は、接続部１０に対応した半円
形の第二ロッド凹部１８を有している。図３（ａ）、３（ｂ）、６（ａ）、６（ｂ）に示
すように、機械的固定部材１９によって、クランプ部品１７は調整自在に閉鎖板１１の締
め付け側１５に取り付けられており、第一ロッド凹部１４と第二ロッド凹部１８が、幅方
向に調整可能な円形保持領域２０を形成し、この保持領域に円形接続部１０が脱着自在に
保持されるようになっている。図４、５に詳細を示すように、空洞２１が推進ロッド軸８
を横断して延在し、その中で弾性円形ピン２２が推進ロッド軸８を横断し、円形保持領域
２０の接線方向に延在しており、この空洞２１は第二ロッド凹部１８に形成され、又は代
替的に、第一ロッド凹部１４に形成される。弾性ピン２２は、その外側面２３と共に、円
形保持領域２０に突出している。ピン２２は、２つの端部が空洞２１内で固定されており
、ピン２２の中間部は固定されておらず、円形保持領域に突出している。
【００４８】
　図３（ａ）、３（ｂ）に示すように、推進ロッド７の接続部１０は、推進ロッド軸１８
を横断するジョイント１６を有しており、ジョイント１６はピン２２と対応しており、ピ
ン２２はその横側面２３がジョイント１６内でクランプ部品１７によってクランプされ、
そして、推進ロッド７は推進ロッド軸８に沿って固定されている。ジョイント１６は、推
進ロッド軸８と垂直な平面上で、推進ロッド７の接続部１０の周りに延在している。しか
し、接続部１０を囲むように延在するのではなく、ピン２２を向いた推進ロッド７の接続
部の片側に形成されるようにすることも、代替的に可能である。ジョイント１６は、略Ｖ
字状にジョイント１６の内側を向いて傾いた断面、又は半円形断面、又は他の所望の断面
を有している。
【００４９】
　図示した実施例において、空洞２１は第二ロッド凹部１８に形成され、ピン２２はクラ
ンプ部品１７に設けられている。代替的に、空洞２１とピン２２とを、第一ロッド凹部１
４と閉鎖板１１とにそれぞれ設けることもできる。
【００５０】
　図１ないし６（ｂ）において、どの場合にも、少なくとも一つのネジとしての機械的固
定部材１９が、閉鎖板の平面１２と略垂直に延在するように形成されている。クランプ部
品１７が第一ロッド凹部１４の側部に挿入されて、先端部２８が閉鎖板１１の締め付け側
に形成されたアンダーカット２５に挿入される。アンダーカット２５は、クランプ部品１
７が閉鎖板１１から遠ざかる方向に、閉鎖板の平面１２と垂直になるように固定されるよ
うに形成されている。ネジ１９は、第一穴２４に設けられており、第一穴２４は、閉鎖板
１１の締め付け側１５から第一ロッド凹部１４の方向に形成され、閉鎖板の平面１２と略
垂直になるように延在しており、そして、クランプ部品１７の対応する第二穴２７が、閉
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鎖板の平面１２と略垂直になるように延在している。結果的に、アンダーカット２５、第
一穴２４、第二穴２７と、クランプ部品１７の先端部２８は、ネジ１９がクランプ部品１
７を、てこの要領で押さえて、第二ロッド凹部１８が推進ロッド７の接続部１０に押圧さ
れるように、設けられ形成されている。図６（ａ）は、ネジ１９を締め付けた状態を示し
ており、そこでは推進ロッド７はしっかりと保持領域２０に固定されている。一方、図６
（ｂ）では、推進ロッド７を保持領域２０に出し入れできる状態を示しており、ピン２２
は推進ロッド軸７上の閉鎖板１１を軸方向に固定する前の予備的状態を示している。
【００５１】
　図１ないし図６（ｂ）に示した第一実施例において、閉鎖板の第一穴２４は、ネジ１９
が係合するネジ穴であって、ネジ１９は第二穴２７を遊びをもって通過する。
【００５２】
　図７に示す第二実施例において、クランプ部品１７の第二穴２７は、ネジ１９が係合す
るネジ穴であって、ネジ１９は第一穴２４を遊びをもって通過する。どちらの場合におい
ても、ネジ１９の頭は、閉鎖板１１の背面側１５に容易に近づけるようになっているが、
第一実施例の場合には、クランプ部品１７は背面側１５に設けられており、第二実施例の
場合には閉鎖側２６に設けられており、第一実施例の場合には背面側１５が、第二実施例
の場合には閉鎖側２６が、締め付け側となる。従って、第二実施例は閉鎖板１１にネジ穴
を必要としない。ネジ穴はクランプ部品１７に形成されるからである。これは、閉鎖板１
１をアルミから製造する場合に、特に有利に働く。
【００５３】
　単一の直線移動によって閉じることができる真空バルブ１を実施例に示したが、本発明
には、実質的に推進ロッド８に沿って閉鎖板１１が移動し、そして閉鎖板１１がその閉鎖
面１３でバルブシート４を閉鎖板の平面１２と垂直な方向に押圧することによって、開口
部３が閉じることができるように形成されたバルブ駆動部６とバルブシート４と閉鎖面１
３を有する真空バルブが含まれる。
【符号の説明】
【００５４】
１　　　真空バルブ
２　　　バルブハウジング
３　　　開口部
４　　　バルブシート面
５　　　開放軸
６　　　バルブ駆動部
７　　　推進ロッド
８　　　推進ロッド軸
９　　　推進ロッド端
１０　　（推進ロッド７の）（円筒形）接続部
１１　　閉鎖板
１２　　閉鎖板平面
１３　　閉鎖面
１４　　（閉鎖板１１上の）第一ロッド凹部
１５　　背面側（＝締め付け側）
１６　　ジョイント
１７　　クランプ部品
１８　　（クランプ部品１７上の）第二ロッド凹部
１９　　（機械的）固定部材＝ネジ
２０　　（幅方向に調整可能な、円筒状の）保持領域
２１　　空洞
２２　　（弾性）ピン
２３　　（ピン２２の）外側面
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２４　　（閉鎖板の）第一穴
２５　　アンダーカット
２６　　閉鎖側（＝締め付け側）
２７　　（クランプ部品１７の）第二穴
２８　　（アンダーカット２５におけるクランプ部品１７の）先端部
Ｆ　　　流路
Ｏ　　　開いた位置
Ｃ　　　閉じた位置

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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【選択図】　　　　　図１
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